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1. 住宅の外皮性能基準

1.1. 住宅の外皮性能基準(UA値・ηAC値)

①

②



1. 住宅の外皮性能基準

1.2. 外皮平均熱貫流率(UA値)の算出方法



1. 住宅の外皮性能基準

1.3. 冷房期の平均日射熱取得率(ηAC値)の算出方法



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.1. 外皮計算の全体フロー

①外皮計算全体の流れ

⑧外壁の熱貫流率の算出

①外壁面積(A)の算出

②断熱部の熱貫流率(Ug)の算出

③熱橋部の補正熱貫流率(Ur)の算出

⑤柱の熱損失量の算出

⑥梁の熱損失量の算出

④一般部の熱損失量の算出

⑦特別な部位の熱損失量の算出

③S造特有の外壁の詳細なフロー

①計算の前提となる基本情報

②開口部の計算

③外壁の計算

⑤外皮計算結果表示

④天井・床の計算



北側立面図 西側立面図 南側立面図 東側立面図

2. 標準計算ルートによる評価方法

2.2. 計算の前提となる基本情報

1階平面図 2階平面図 3階平面図

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.2. 計算の前提となる基本情報

1階平面図 2階平面図 3階平面図 A-A断面図

個室4 個室3 個室2

LDK バルコニー

車庫個室1浴室

断熱仕様 凡例

天井断熱

壁充填断熱

床断熱

軒裏断熱

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



窓の熱貫流率(W/㎡K)＝4.07

2. 標準計算ルートによる評価方法

2.3.  開口部の計算①(熱貫流率の算出)

一般社団法人日本サッシ協会

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



窓の日射熱取得率＝0.63
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2. 標準計算ルートによる評価方法

2.3.  開口部の計算②(日射熱取得率の算出)

一般社団法人板硝子協会

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.3.  開口部の計算(シートへの入力)

北面の入力例 ※各方位のシートも同様に入力

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.4.  外壁の計算①(仕様確認)

個室4 個室3

LDK

個室1浴室

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.4.  外壁の計算②(シートへの入力)
①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.4.  外壁の計算③(シートへの入力)

北面の入力例 ※各方位のシートも同様に入力

外壁面積＝4.55m×7.11m=32.37㎡

窓合計面積＝(0.6m×0.4m)×2面=0.48㎡

今回のモデルの熱貫流率は熱橋を考慮しない場合は、前のページの0.328ですが、
熱橋を考慮する場合は0.72となります。この数値は後ほど計算します。

熱貫流率は熱橋を考慮しない
場合は、前のページの0.328で
すが、熱橋を考慮する場合は
0.72となります。この数値は後
ほど解説します。

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算①(仕様確認)

個室4 個室3

LDK

個室1浴室

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



梁が断熱ラインより上にあるため、
熱橋部計算は不要。

天井断熱

断熱ライン

2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算②(シートへの入力)
①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算③(シートへの入力)
①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



床熱貫流率計算の注意点

面積比率による補正の要否
・床下断熱全面密着貼り→不要、根太等の間に断熱時を入れる工法→必要
計算対象となる部位
・フロア全面同一仕様の場合、パーティクルボードやフローリングも加算可能。
・ユニットバスの床パンが断熱仕様であれば、計算上分けなくて良い。

2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算①(仕様確認)

個室4 個室3

LDK

個室1浴室

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算②(シートへの入力)
①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算③(仕様確認)

外気に面する床の入力

個室3 個室2

LDK
バルコニー

車庫個室1

①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算④(シートへの入力)
①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.6.  外皮計算結果の表示
①計算の前提
となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.7.  WEBPRO(一次エネ)への外皮性能等の入力



熱橋は
「外壁の入力」
に関係する

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.1.  熱橋の考え方

①外皮計算全体の流れ

①計算の前提となる基本情報

②開口部の計算

③外壁の計算

⑤外皮計算結果表示

④天井・床の計算

⑧外壁の熱貫流率の算出

①外壁面積(A)の算出

②断熱部の熱貫流率(Ug)の算出

③熱橋部の補正熱貫流率(Ur)の算出

⑤柱の熱損失量の算出

⑥梁の熱損失量の算出

④一般部の熱損失量の算出

⑦特別な部位の熱損失量の算出

③S造特有の外壁の詳細なフロー



外壁の熱橋部の分類

鉄骨造の外壁構成について
・非構造部材の一般部：「壁」「間柱・スタッド」
・構造部材の構造熱橋部：「柱」「梁」

外壁の熱橋について
4つの部材のうち、「間柱・スタッド」「柱」「梁」の
3つの部材で発生し、熱橋の影響を考慮して熱貫流率を計算する。

名称部材名分類2分類1

一般部の断熱部壁断熱部分

一般部

一般部の熱橋部間柱・スタッド熱橋部分

熱橋部の柱柱柱部分

構造熱橋部

熱橋部の梁梁梁部分

構造熱橋部
(柱・梁)

一般部
(壁・間柱・スタッド)

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.1.  熱橋の考え方



ランナーの熱橋は考慮しない

一般部の熱橋部
(間柱・スタッド)

一般部の断熱部
(壁)熱橋部の梁

熱橋部の柱

一般部の構成

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.1.  熱橋の考え方



平面図でみる熱橋

平面図で「壁」「間柱」「柱」の仕様を確認。

「間柱」と「柱」はどちらも平面図で確認するが、
計算では「間柱」は等間隔に連続して配置される
ため補正熱貫流率で評価する。

「柱」は設置条件ごとに長さ等が異なるため、線
熱貫流率を用いて各部材の熱損失量を算定する。

一般部の

熱橋部の柱

名称部材名分類2分類1

一般部の断熱部壁断熱部分

一般部

一般部の熱橋部間柱・スタッド熱橋部分

熱橋部の柱柱柱部分

構造熱橋部

熱橋部の梁梁梁部分

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.1.  熱橋の考え方



断面図でみる熱橋

断面図で「梁」の仕様を確認。

「梁」は断熱ラインによっては熱橋とならない場
合もあるが、熱橋となる場合は断熱補強を行う。

計算では「柱」と同様に外装材や補強断熱材を考
慮し、線熱貫流率を用いて熱損失量を算定する。

断熱補強材

外装材

熱橋部の梁

断熱補強材
外装材

熱橋部の梁

名称部材名分類2分類1

一般部の断熱部壁断熱部分

一般部

一般部の熱橋部間柱・スタッド熱橋部分

熱橋部の柱柱柱部分

構造熱橋部

熱橋部の梁梁梁部分

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.1.  熱橋の考え方



最上階の梁の注意点

梁が断熱ラインより上になるよう
に梁下に断熱材を設けると熱橋部
計算から除外。

梁が断熱ラインより上にあるた
め、熱橋部計算から除外。

※梁が断熱ラインより下にある場合は
熱橋部計算に含む。

梁が断熱ラインより下にある場
合、当該部分の断熱は低下する
ため、構造熱橋となる。

天井断熱

断熱ライン

断熱ライン
断熱ライン

勾配天井① 勾配天井②

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.1.  熱橋の考え方



熱橋部計算の公式の注意点：一般部の熱貫流率を算
出するのに補正熱貫流率(Ur)が必要になります。
補正熱貫流率（Ur）：鉄骨造の建物で、熱を伝えやす

い間柱やスタッドなどの熱橋部分からの熱損失を考慮
し、断熱部分の熱貫流率に加算する補正値。

外壁の熱貫流率

＝(一般部の熱損失量＋柱の熱損失量＋
梁の熱損失量 )÷外壁面積

一般部の熱貫流率(U)
＝断熱部の熱貫流率(Ug)＋熱橋部の補正熱貫流率(Ur)

一般部の熱損失量

＝外壁面積(Ａ)×一般部の熱貫流率(U)

構造熱橋部の熱損失量

＝構造熱橋部の長さ(Ｌ)×線熱貫流率(ψ)

3.2.  熱橋部の計算

名称部材名分類2分類1

一般部の断熱部壁断熱部分

一般部

一般部の熱橋部間柱・スタッド熱橋部分

熱橋部の柱柱柱部分

構造熱橋部

熱橋部の梁梁梁部分

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算



⑧外壁の熱貫流率の算出

①外壁面積(A)の算出

②断熱部の熱貫流率(Ug)の算出

③熱橋部の補正熱貫流率(Ur)の算出

⑤柱の熱損失量の算出

⑥梁の熱損失量の算出

④一般部の熱損失量の算出

⑦特別な部位の熱損失量の算出

③S造特有の外壁の詳細なフロー①外皮計算全体の流れ

①計算の前提となる基本情報

②開口部の計算

③外壁の計算

⑤外皮計算結果表示

④天井・床の計算

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算



面積(A)：東面の場合は66.34-3.29=63.05㎡
各方位の面積を同様に計算する。
合計すると求積図より188.97㎡

外壁面積(A)を計算する。
各方位の面積から開口部の面積を除外する。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



熱貫流率Ug：部位U値計算シートより、0.328

一般部の熱貫流率（U）
＝熱貫流率（Ug）＋補正熱貫流率（Ur）

一般部の熱貫流率（U）を求めるため、断熱部の熱貫流率
(Ug)を計算する。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



熱抵抗厚み(m)厚み(mm)熱伝導率仕様

0.2630.05500.19ALCパネル

補正熱貫流率Ur

0.5830.035350.06断熱パッキン

補正熱貫流率(Ur)を「外装材＋断熱補強材」の熱抵抗値の
合計から求める。

一般部の熱橋部の熱抵抗値(外装材＋断熱補強材)を計算 今回は外気と繋がる空気層はないため、外装材＋断熱補
強材の熱抵抗を合計する。
熱抵抗ΣR=0.263+0.583=0.846

補正熱貫流率Ur：表7より、0.22

※1：断熱パッキンはガラス長繊維強化プラスチック発泡体など面材止付可
否、防火・断熱性能の有無をご確認の上、仕様をご検討ください。

※1

※外気と繋がる空気層がある場合は、補正熱貫流率の計算に外装材(ALCパネ
ル)の熱抵抗を含めることができません。

密閉中空層

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



熱貫流率(U)：
熱貫流率(Ug)+補正熱貫流率(Ur)＝0.328+0.22=0.548

一般部の熱損失量

＝外壁面積(A)×一般部の熱貫流率(U)
=188.97×0.548=103.56[W/K]

外壁面積（A）と一般部の熱貫流率（U）から一般部の熱
損失量を算出する。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



根拠図より各方位の熱橋部の柱の長さを求める。
P1×7本+P2×8本+P3×4本+P4×8本
＝2.30×7+2.50×8+1.76×4+2.50×8
＝63.16m

柱の熱損失量＝柱の長さ(L)×柱の線熱貫流率(ψ)
まず、熱橋部の柱の長さ(L)を計算する。
根拠図は軸組図を参考にして作成する。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



熱橋部の柱の熱抵抗値(外装材＋断熱補強材)を計算 熱抵抗ΣR=0.263+0.714=0.977
構造図より、柱見付寸法は200mm
柱の線熱貫流率：表9よりψ＝0.18

柱の熱損失量

＝柱の長さ(L)×柱の線熱貫流率(ψ)
＝63.16×0.18=11.37[W/K]

外装材＋断熱補強材の熱抵抗値を計算し、柱の線熱貫流

率(ψ)を求め、柱の熱損失量を計算する。

熱抵抗厚み(m)厚み(mm)熱伝導率仕様

0.2630.05500.19ALCパネル
熱橋部の柱
線熱貫流率ψ 0.7140.02200.028XPS3bA

(注)外気と繋がる空気層がある場合は、外装材の熱抵抗を加算するはできない。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



◯出隅の柱は長さ2倍で計算

柱や梁の長さは見付寸法毎に計算。
柱の出隅部分は外気に2つの面で
接するため、熱橋部長さは2倍。

断熱ライン外の柱は熱橋部計算から
除外。袖壁など壁が連続していても
断熱ライン外であれば対象外。

※袖壁内部の室内側と外気側の境界には断
熱が必要。

柱の入隅部分は外気に接する面積
がほとんどない。よって、熱橋の
対象外。

※熱橋の対象を明確にし、断熱範囲図な
どに記載。

柱の熱橋部計算の注意点

熱橋対象外

◯袖壁は熱橋部計算から除外 ◯入隅の柱は熱橋部計算から除外

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



梁の熱損失量＝梁の長さ(L)×梁の線熱貫流率(ψ)
まず、熱橋部の梁の長さ(L)を計算する。
見付寸法ごとに長さを合計する。

根拠図より各方位の熱橋部の梁の長さを見付寸法ごとに求める。
見付250：HB1+HB3+HB5+HB7=4.55+9.1+4.55+9.1

=27.3m
見付300：HB2+HB4+HB8=4.55+8.19+8.19

=20.93m

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



熱抵抗ΣR=0.263+0.962=1.225
根拠図より、梁見付寸法は250mmまたは300mm

線熱貫流率：表10より見付250mmの場合はψ＝0.35
見付300mmの場合はψ＝0.35

熱橋部の梁の熱抵抗値を計算し、線熱貫流率(ψ)を求め、
梁の熱損失量を計算する。

梁は見付寸法が200未満、200以上400未満、400以上で
線熱貫流率が変わる。見付寸法が異なる梁を設ける場
合、それぞれの見付寸法で計算。

熱橋部の梁の熱抵抗値(外装材＋断熱補強材)を計算

梁の熱損失量

＝梁の長さ(L)×梁の線熱貫流率(ψ)
見付250mm：27.3m×0.35=9.56[W/K]…(1)
見付300mm：20.93m×0.35＝7.33[W/K]…(2)

熱抵抗厚み(m)厚み(mm)熱伝導率仕様

0.2630.05500.19ALCパネル

熱橋部の梁
線熱貫流率ψ 0.9620.025250.026

吹付
ウレタンフォーム
A種1H相当

(注)外気と繋がる空気層がある場合は、外装材の熱抵抗を加算するはできない。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



バルコニー等、鉄筋コンクリートスラブが外壁から突出

している熱橋部の線熱貫流率(ψ)を求める。

2種類の熱橋からそれぞれ線熱貫流率を求め、比較して
性能の低い方の数値で熱損失量を求める。

熱橋部の梁の計算を行い、
線熱貫流率を求める。

鉄筋コンクリートスラブの
熱橋部計算を行い、線熱貫
流率を求める。

①鉄骨造の
線熱貫流率

②鉄筋コンクリート造
の線熱貫流率

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



熱抵抗ΣR=2.632+0.263=2.895
左図より、梁の見付寸法は400mm

S造梁の熱橋の線熱貫流率：表10よりψ＝0

鉄骨造の熱橋部の梁として熱抵抗値を計算し、線熱貫流

率(ψ)を求める。

熱橋部の梁の熱抵抗値(外装材＋断熱補強材)を計算

熱抵抗厚み(m)厚み(mm)熱伝導率仕様

0.2630.05500.19ALCパネル
バルコニー(熱橋
部)

線熱貫流率ψ 2.6320.11000.038GWHG16-38

(注)外気と繋がる空気層がある場合は、外装材の熱抵抗を加算するはできない。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



鉄筋コンクリート造の熱橋部として熱抵抗値を計算し、

表から断熱補強仕様を求める。

上記の図より、断熱補強材の熱伝導率を比較。
・スラブ上：0.028[W/m・K]
・スラブ下：0.026[W/m・K]
性能の低い「スラブ上」断熱補強材の値から、
熱抵抗値を計算する。
熱抵抗ΣR=0.020[m] ÷0.028[W/m・K]

=0.714[㎡・K/W]

「地域の区分」「断熱補強の範囲」「断熱補強の熱抵抗」か
ら下記の表より、断熱補強仕様1または2に該当するか確認す
る。どちらにも該当しない場合は、断熱補強なしとなる。

今回のモデルは「地域の区分：6地域」
「断熱補強の範囲：450mm」「熱抵抗：0.714＞0.6」
よって、断熱補強仕様1に該当する。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



鉄筋コンクリート造の熱橋部として構造から線熱貫流率

(ψ)を求める。

上記の図より、
構造熱橋部の取り合う面の組み合わせは、
「内断熱面と内断熱面」

今回は壁式構造では無いので、構造熱橋部の特徴は
「壁式等以外」

下記表より、「内断熱面と内断熱面」「壁式等以外」
「断熱補強仕様1」の組み合わせを確認すると鉄筋コンクリ
ート造の線熱貫流率はψ＝0.85

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



鉄骨造と鉄筋コンクリート造の熱橋部の線熱貫流率(ψ)を
比較し、性能が低い値を採用する。

線熱貫流率を比較する。
①鉄骨造の線熱貫流率＝0
②鉄筋コンクリート造の線熱貫流率＝0.85
0＜0.85より②鉄筋コンクリート造の線熱貫流率を用いる。

梁の熱損失量

＝梁の長さ(L)×梁の線熱貫流率(ψ)
特殊な梁：4.55m×0.85=3.87[W/K]…(3)

梁の熱損失量合計

＝(1)+(2)+(3)＝9.56[W/K]+7.33[W/K]+3.87[W/K]
=20.76[W/K]

根拠図より長さを求める。
HB⑥＝4.55m

「⑥梁の熱損失量」と「⑦特別な部位の熱損失量」を
合計する。

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出



最後に、外壁部位の熱貫流率を計算する。

①先程求めた熱損失量の合計から、外壁の熱貫流率を計算。

＝(一般部の熱損失量＋柱の熱損失量＋梁の熱損失量)[W/K]÷外壁面積[㎡] 
＝(103.56+11.37+20.76)÷188.97＝0.72[W/㎡K] 

②スライドp.14「2.4外壁の計算③」の計算シートに、

①の外壁の熱貫流率0.72を各方位ごとに入力。
(外皮全体の平均熱貫流率UA値は自動で計算されます)

3.外壁の熱橋を考慮した(U値の)計算

3.2.  熱橋部の計算

①外壁面積
(A)の算出

②断熱部の
熱貫流率
(Ug)
の算出

⑧外壁の
熱貫流率
の算出

③熱橋部の
補正熱貫
流率(Ur)
の算出

⑤柱の
熱損失量
の算出

⑥梁の
熱損失量
の算出

④一般部の
熱損失量
の算出

⑦特別な
部位の
熱損失量
の算出
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外皮平均熱貫流率(UA値)
＝外皮熱損失量合計÷外皮面積合計

今回の場合、

222.09［W/K］÷284.78［㎡］
＝0.7798…［W/㎡K］
≒0.78［W/㎡K］

4.7.  外皮計算書
4.申請書類(外皮計算書)



求積図仕上表建築概要

断面図立面図平面図配置図

平面詳細図矩計図

建具表

5.申請書類(設計図書)

5.1.  建築図



日射熱取得率
計算書

開口部リスト部位リスト
熱橋部

部位リスト計算結果

計算書
根拠図外皮計算書

断熱範囲図建築図

設計図書

5.2.  申請書類の一覧
5.申請書類(設計図書)



断熱の施工方法①充填断熱②外断熱③内断熱

充填断熱の特徴(本動画で説明)
・熱橋部があるため、最も複雑な外皮計算を要する。

充填断熱 例1(今回のモデル)

6.  その他の断熱仕様



外断熱

外断熱の特徴
・熱橋が無いため、充填断熱と比べ外皮計算が単純になる。
・サンドイッチパネル等、断熱材によっては耐火性能を確保できる。
・断熱化が床面積に影響しない。

充填断熱 例1(今回のモデル)

6.  その他の断熱仕様



内断熱の特徴
・熱橋が無いため、充填断熱と比べ外皮計算が単純化する。
・断熱化により床面積が縮小する。

充填断熱 例1(今回のモデル) 内断熱

6.  その他の断熱仕様



性能比較表

③内断熱案②外断熱案①-2充填断熱性能向上検討①モデル住戸(充填断熱)プラン名称

①と同様①と同様GWHG16-38t200
(λ:0.038W/mK)
その他①と同様

野縁受けt50、野縁t9、最上階
GWHG16-38t100
(λ:0.038W/mK)、PBt9.5

天井

スタッド室内側に木軸52.5×105、
XPS3bCt50(λ:0.024W/mK)、
PBt12.5、その他①と同様

屋外側に金属断熱サンドイッチ
パネル t50(λ:0.020W/mK)、その
他①と同様

GWHG20-34t100
(λ:0.034W/mK)
その他①と同様

ALCパネルt50、密閉中空層t25、
スタッド65×45
@455GWHG16-38t100
(λ:0.038W/mK)、PBt12.5

壁

①と同様①と同様鋼製束の上、フェノールフォー
ム断熱材1種2号Ct100 
(λ:0.020W/mK)
その他①と同様

鋼製束の上、
EPSt110(λ:0.036W/mK)、パーテ
ィクルボードt25、無垢フロー
リングt12

床

①と同様①と同様アルミ樹脂複合サッシLow-Eペ
アガラス、アルミ樹脂複合枠金
属断熱ドア

アルミサッシ一般複層ガラス、
金属枠金属製ハニカムフラッシ
ュドア

開口部

0.570.560.670.78UA値

達成達成未達成未達成ZEH基準

6.  その他の断熱仕様



引用元



設計図書一式 計算用シート 解答

おわりに

疲れ様でした。
今回モデルとした住宅の、計算練習用の教材も用意しておりますので、是非ご活用ください。


